
動的解析体験版ソフトウェア
DYMOの開発



DYMO誕生の背景①

「動的解析を始めてみようと思っても。。。」

動的解析は難しい

市販のソフトウェアは、なかなか使えない

価格が高いので、勉強用では手がでない

機能がありすぎて、使い方がわからない

結果をどう見たらいいのか、わからない



DYMO誕生の背景②

DYMOが悩みを解決

動的解析は難しいと言われるけれど ⇒

まずは使ってみないとわからない

経験してみることが重要

動的解析ソフトは手に入れにくい ⇒

DYMOは土研センターから無償提供

ダウンロードすれば誰でも使える



DYMOの特徴① 構成(モデル作成)

モデルの作成

固有振動解析

動的解析

結果の評価
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DYMOの特徴① 構成(動的解析)
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DYMOの特徴① 構成(結果の評価)

モデルの作成

固有振動解析

動的解析

結果の評価

画面



DYMOの特徴① 構成(結果の評価)

モデルの作成

固有振動解析

動的解析

結果の評価

アニメーション



DYMOの特徴① 構成(結果の評価)

固有振動解析

動的解析

結果の評価

帳票

モデルの作成



DYMOの特徴② 対象

対象は単柱式の鉄筋コンクリート橋脚

設計対象橋脚



DYMOの特徴③ 入力と計算

必要な入力のみ

RC単柱の動的解析用に必要な入力を用意

何を入力すればいいのか

何を入力しなければいけないのか

パラメータを変えていろいろ試算が可能

入力データの何を変えると、どんな結果がでるの
か、いろいろ試して見ることが可能



DYMOの主な機能①

解析対象
杭基礎を有する単柱式RC橋脚

支承条件は、ゴム支承・免震支承・固定支承から
選択が可能

部材の非線形モデル

Ｍ-φモデル、復元力特性 バイリニアTakeda型
固有振動解析

非線形時刻歴応答解析（Newmark-β法）
減衰力のモデル化：Rayleigh型



DYMOの主な機能②

標準加速度波形、任意波形での解析が可

道示Ⅴに基づく安全性の照査

豊富な出力

固有周期、応答加速度などの画面出力

時刻歴挙動のアニメーション出力

解析結果の帳票出力



DYMOを使ってみよう①

はじめに

土研センターHPから、「スタートアップガイド」と
「セットアップ」をダウンロード

プログラムのインストール

サンプルデータが用意されている

『橋の動的耐震設計法マニュアル』に記載されて
いる、計算例 3ケース

「スタートアップガイド」の例 3ケース



土木研究センターのHPの
ココをクリック！



セットアップ、スタートアップガイド
をダウンロード



DYMOを使ってみよう②

プログラムのインストール(デモンストレーション)

ダウンロードした、「DYMO_Setup100.exe」を起動します。

「スタートアップガイド」に従い、インストールします。



さいごに

DYMOに関するお問合せ先

dymo@pwrc.or.jp

DYMOをぜひ使ってみてください。

ご清聴ありがとうございました。。

Copyright(c) 2007 Nobuko Matsuda All rights reserved.
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